
保健体育科（保健）学習指導案
岡山県立笠岡高等学校 普通科 第１学年５組

平成１６年１０月１２日（火）第７校時 使用教室（１５号教室） 指導者 教諭：勝又 聡子

健康の保持増進と疾病の予防単 元

○ 健康の保持増進に必要な事柄について，仲間と協力して資料を集めたり，意見を交換
したり、課題について調べたりして，意欲的に学習しようとする 〔関心・意欲・態度〕。

○健康の保持増進に必要な事柄について，自分のこれまでの学習や経験をもとにしたり，目
資料や仲間の意見などをもとに，整理・分析して課題を見つけることができる。
〔思考・判断〕標

○健康を保持増進するためには，適切な生活行動を選択すること及び環境を改善していく
努力が必要であることを理解し，課題解決に役立つ知識を身につけている。

〔知識・理解〕

○教材観
， 。社会の急激な変化によって 生徒を取り巻く健康・安全の問題は多様化してしている

我が国の疾病構造や社会の変化に対応して，新たな健康観や様々な健康への対策，健康指
増進の在り方が求められるようになった。この現状をふまえ，健康に関する個人の適切
な意志決定や行動選択ができるように，日常生活の中で課題を見つけ実践していく態度導
を育てることが大切であると考える。

○生徒観上
薬物乱用については，中学校において講演等で基本的な内容を理解しているが，医薬

品については日常生活の中で触れる以外にその効用や副作用について，ほとんど知識がの
ない状態である。

○指導上の基本事項や留意事項立
健康への関心が高まる中，安易に薬に頼り自分勝手な判断で使用することの危険性が

懸念されている。人間の体に備わった力を補助するという医薬品の本来の役割と，その場
ための正しい使用法に関して，調べ学習や生徒間で話し合いをすることにより，知識を
深められるようにしたい。

第一次 生活習慣病と日常の生活行動・・・・・・・・３時間
第二次 喫煙，飲酒と健康・・・・・・・・・・・・・４時間指
第三次 医薬品の正しい使用，薬物乱用と健康・・・・４時間導
第１時 薬物乱用と健康・・・・・・・・・・・・・・２時間計
第２時 医薬品と健康・・・・・・・・・・・・・・・２時間 【本時】画

第四次 感染症とその予防・・・・・・・・・・・・・３時間

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

１ 調和のとれた生活の実 １ 調和のとれた生活の実 １ 調和のとれた生活の実践学
践，喫煙，飲酒，薬物乱 践，喫煙，飲酒，薬物乱用 喫煙，飲酒，薬物乱用に関習
用に関する適切な意志決 に関する適切な意志決定や する適切な意志決定や行動活
定や行動選択と心身への 行動選択と心身への影響， 選択と心身への影響，感染動
影響，感染症の予防など 感染症の予防などについ 症の予防などについて具体に
について，仲間と協力し て，自分の経験や仲間との 例を挙げている。お
て資料を集めたり，調べ 意見交換をもとに，課題の ２ 調和のとれた生活の実践け
たことを記録したりしよ 解決方法を考えたり，日常 喫煙，飲酒，薬物乱用に関る
うとしている。 生活に当てはめたりして， する適切な意志決定や行動具

２ 調和のとれた生活の実 選択すべき行動を判断して 選択と心身への影響，感染体
践，喫煙，飲酒，薬物乱 いる。 症の予防などについて，学の
用に関する適切な意志決 ２ 調和のとれた生活を実践 習した内容を言ったり，書評
定や行動選択と心身への し，喫煙，飲酒，薬物乱用 き出したりしている。価
影響，感染症の予防など に関する適切な意志決定や規
について，仲間と意見を 行動選択と心身への影響，準
交換したり，発表しよう 感染症の予防などについ
としている。 て，資料や仲間の意見など

をもとに，整理し，分析す
ることができる。



本 時 案 （第三次の第２時）

○医薬品の成分調べや班別学習を通して，私たちの身の回りにある医薬品に関心を寄せ，目
医薬品の正しい使用法と医薬品の安全対策について考えることができるようになる。標

学 習 活 動 ・ 内 容 指 導 上 の 留 意 点 留意事項・評価規準

挨拶・教材確認 ・出欠及び授業の準備の確認を ・授業の準備ができて
する。 いる導

【 】前時の復習 ・前時に行った授業内容につい 関心・意欲・態度
て確認をする。 〔教材の点検〕

本時の学習内容を知る。 ・ 種類の から共通点を見2 CM
つけさせることで，本時の授入
業のねらいを理解させる。

１ 医薬品の正しい使い方に ・薬の使用上の注意に書いてあ
ついて理解する。 る正しい使用法をきちんと理

解できているか確認をする。
・言葉にすることができない生
徒には，同じような意見に挙
手させる。

２ 薬の効用について班別学
習をする。 ・使用上の注意書きの中には， ・仲間と協力して資料展

( ) 仲間と協力して調べる 薬の副作用について明記され を集めたり，調べた1
ていることを知らせ，私たち ことを記録したりし
がよく使う医薬品について主 ようとしている。
作用・副作用について を 【関心･意欲･態度】PC
使って調べさせる。 〔行動観察〕

・班別学習の様子を確認し，適
宜指示する。

( ) 調べていて気がついたこ ・仲間の意見に批判的な発言は ・資料や仲間の意見な2
， ，とを意見交換する。 しないように注意する。 どをもとに 整理し

分析することができ
る。

( ) 班活動で話し合った内容 ・各班の代表者に発表をさせる 【思考･判断】開 3 。
〔 〕について発表する。 ・代表者の発言に耳を傾けるよ 学習プリントの点検

うに助言する。

３ お薬手帳の役割について ・処方された薬の名前や飲む量
知る。 や回数などの記録を残すため

の手帳であり，同じ薬や，飲
みあわせのよくない薬が出な
いようにチェックすることが
できるものであることを理解
させる。

本時のまとめを聞く ・医薬品の正しい使用方法につま
いて再度確認をする。と

次時の予告を聞く ・次時は感染症とその予防につめ
いて学習することを伝える。


